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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　減圧圧力源をマニフォルドパッドに接続して、減圧圧力を用いて患者の組織部位を治療
する減圧圧力境界面において、前記減圧圧力境界面が、
　仕切り壁により減圧圧力適用領域及び圧力検出領域に分割されたキャビティを有する管
筐体と、
　前記減圧圧力適用領域内に配置された減圧圧力口と、
　前記圧力検出領域内に配置された圧力検出口と、
　前記管筐体に接続され、マニフォルド接触表面を有するベースと、
を備え、
　前記仕切り壁が、前記マニフォルド接触表面と略同一の平面にある表面を含むことを特
徴とする、減圧圧力境界面。
【請求項２】
　請求項１に記載の減圧圧力境界面において、
　前記マニフォルド接触表面に配置され、減圧圧力を前記減圧圧力適用領域から前記圧力
検出領域に送る少なくとも１つのチャネルをさらに備えることを特徴とする、減圧圧力境
界面。
【請求項３】
　請求項１に記載の減圧圧力境界面において、前記減圧圧力境界面が、
　前記マニフォルド接触表面に配置され、減圧圧力を前記減圧圧力適用領域から前記圧力
検出領域に送る少なくとも１つの円周チャネルと、
　前記マニフォルド接触表面に配置され、前記減圧圧力適用領域と連通する、第１の半径
方向チャネルと、
　前記マニフォルド接触表面に配置され、前記圧力検出領域と連通する、第２の半径方向
チャネルと、
をさらに備え、
　前記少なくとも１つの円周チャネルが、前記第１の半径方向チャネルと前記第２の半径
方向チャネルとの間に連通を提供することを特徴とする、減圧圧力境界面。
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【請求項４】
　請求項１に記載の減圧圧力境界面において、前記減圧圧力境界面が、
　前記マニフォルド接触表面に同心に配置され、減圧圧力を前記減圧圧力適用領域から前
記圧力検出領域に送る複数の円周チャネルと、
　前記マニフォルド接触表面に配置され、前記減圧圧力適用領域と連通する、複数の第１
の半径方向チャネルと、
　前記マニフォルド接触表面に配置され、前記圧力検出領域と連通する、複数の第２の半
径方向チャネルと、
をさらに備え、
　前記複数の円周チャネルが、前記複数の第１の半径方向チャネルと前記複数の第２の半
径方向チャネルとの間に連通を提供することを特徴とする、減圧圧力境界面。
【請求項５】
　請求項１に記載の減圧圧力境界面において、前記減圧圧力境界面が、
　前記マニフォルド接触表面に配置され、前記圧力検出領域と前記減圧圧力適用領域との
間に連通を提供する少なくとも１つのチャネルと、
　流体の流れを前記圧力検出領域から前記少なくとも１つのチャネルに集束する前記圧力
検出領域内の流れ集束領域と、
をさらに備えることを特徴とする、減圧圧力境界面。
【請求項６】
　請求項１に記載の減圧圧力境界面において、前記減圧圧力境界面が、
　前記圧力検出領域内の圧力検出口の近傍に少なくとも１つの流体トラップをさらに備え
ることを特徴とする、減圧圧力境界面。
【請求項７】
　請求項１に記載の減圧圧力境界面において、前記圧力検出口が第１の圧力検出口であり
、前記減圧圧力境界面が、
　前記圧力検出領域内に配置される第２の圧力検出口と、
　第１の流れ集束領域を有する第１の流体トラップであって、前記第１の圧力検出口と第
１の流路との間に配置される、第１の流体トラップと、
　第２の流れ集束領域を有する第２の流体トラップであって、前記第２の圧力検出口と第
２の流路との間に配置される、第２の流体トラップと、
をさらに備え、
　前記第１及び第２の流体トラップが、前記第１及び第２の圧力検出口からの前記第１及
び第２の流体流を逸らすように動作可能であることを特徴とする、減圧圧力境界面。
【請求項８】
　請求項７に記載の減圧圧力境界面において、前記減圧圧力境界面が、
　前記第１の圧力検出口と前記第２の圧力検出口との間に配置され、前記第１の圧力検出
口を前記第２の圧力検出口から物理的に隔てるバリアと、
をさらに備え、
　前記バリアが、前記マニフォルド接触表面と略同一の平面にあるバリア表面を含むこと
を特徴とする、減圧圧力境界面。
【請求項９】
　減圧圧力源をマニフォルドパッドに接続して、減圧圧力を用いて患者の組織部位を治療
する減圧圧力境界面であって、前記減圧圧力境界面が、
　壁により隔てられる第１のキャビティ及び第２のキャビティを有する管筐体と、
　前記第１のキャビティ内の減圧圧力口と、
　前記第２のキャビティ内の圧力検出口と、
　前記管筐体に接続され、マニフォルド接触表面を有するフランジと、
　前記フランジの前記マニフォルド接触表面に配置され、減圧圧力を前記第１のキャビテ
ィから前記第２のキャビティに送る少なくとも１つのチャネルと、
を備えることを特徴とする、減圧圧力境界面。
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【請求項１０】
　請求項９に記載の減圧圧力境界面において、前記減圧圧力境界面が、
　前記第２のキャビティからの流体の流れを前記少なくとも１つのチャネルに集束させる
、前記第２のキャビティ内の流れ集束領域をさらに備えることを特徴とする、減圧圧力境
界面。
【請求項１１】
　請求項９に記載の減圧圧力境界面において、前記壁が、前記マニフォルド接触表面と略
同一の平面にある表面を含むことを特徴とする、減圧圧力境界面。
【請求項１２】
　請求項９に記載の減圧圧力境界面において、前記少なくとも１つのチャネルが、
　前記フランジの前記マニフォルド接触表面に配置され、前記第１のキャビティと連通す
る第１の半径方向チャネルと、
　前記フランジの前記マニフォルド接触表面に配置され、前記第２のキャビティと連通す
る第２の半径方向チャネルと、
をさらに備え、
　前記少なくとも１つのチャネルが、前記第１の半径方向チャネルと前記第２の半径方向
チャネルとの間に連通を提供することを特徴とする、減圧圧力境界面。
【請求項１３】
　請求項９に記載の減圧圧力境界面において、前記減圧圧力境界面が、
　前記マニフォルド接触表面に同心に配置された複数のチャネルと、
　前記マニフォルド接触表面に配置され、前記第１のキャビティと連通する複数の第１の
半径方向チャネルと、
　前記マニフォルド接触表面に配置され、前記第２のキャビティと連通する複数の第２の
半径方向チャネルと、
をさらに備え、
　前記複数のチャネルが、前記複数の第１の半径方向チャネルと前記複数の第２の半径方
向チャネルとの間に連通を提供することを特徴とする、減圧圧力境界面。
【請求項１４】
　請求項９に記載の減圧圧力境界面において、前記圧力検出口が第１の圧力検出口であり
、前記減圧圧力境界面が、
　前記第２のキャビティ内に配置された第２の圧力検出口と、
　第１の流れ集束領域を有する第１の流体トラップであって、前記第１の流体トラップが
、前記第１の圧力検出口と第１の流路との間に配置される、第１の流体トラップと、
　第２の流れ集束領域を有する第２の流体トラップであって、前記第２の流体トラップが
、前記第２の圧力検出口と第２の流路との間に配置される、第２の流体トラップと、
をさらに備え、
　前記第１及び第２の流体トラップが、前記第１及び第２の流体流を前記第１及び第２の
圧力検出口から逸らすように動作可能であることを特徴とする、減圧圧力境界面。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の減圧圧力境界面において、前記減圧圧力境界面が、
　前記第１の圧力検出口と前記第２の圧力検出口との間に配置され、前記第１の圧力検出
口を前記第２の圧力検出口から物理的に隔てるように動作可能なバリアをさらに備え、
　前記バリアが、前記マニフォルド接触表面と略同一の平面にあるバリア表面を含むこと
を特徴とする、減圧圧力境界面。
【請求項１６】
　請求項９に記載の減圧圧力境界面において、
　前記壁が、前記マニフォルド接触表面と略同一の表面にある表面を含み、
　前記第２のキャビティが、前記圧力検出口の近傍に少なくとも１つの流体トラップをさ
らに備えることを特徴とする、減圧圧力境界面。
【請求項１７】
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　減圧圧力源をマニフォルドパッドに接続して、減圧圧力を用いて患者の組織部位を治療
する減圧圧力境界面において、
　仕切り壁により減圧圧力適用領域及び圧力検出領域に分割されたキャビティを有する管
筐体と、
　前記圧力検出領域内に配置された圧力検出ルーメンと、
　前記圧力検出領域内の前記圧力検出ルーメンの近傍の少なくとも１つの流体トラップと
、
　前記管筐体に接続され、マニフォルド接触表面を有するベースと、
を備えることを特徴とする、減圧圧力境界面。
【請求項１８】
　請求項１７に記載の減圧圧力境界面において、前記減圧圧力境界面が、前記減圧圧力適
用領域内に配置された減圧圧力ルーメンをさらに備えることを特徴とする、減圧圧力境界
面。
【請求項１９】
　請求項１７に記載の減圧圧力境界面において、前記仕切り壁が、前記マニフォルド接触
表面と略同一の平面にある表面を含むことを特徴とする、減圧圧力境界面。
【請求項２０】
　請求項１７に記載の減圧圧力境界面において、前記減圧圧力境界面が、
　前記マニフォルド接触表面に配置され、減圧圧力を前記減圧圧力適用領域から前記圧力
検出領域に送る少なくとも１つの円周チャネルをさらに備えることを特徴とする、減圧圧
力境界面。
【請求項２１】
　請求項１７に記載の減圧圧力境界面において、
　前記マニフォルド接触表面に配置され、減圧圧力を前記減圧圧力適用領域から前記圧力
検出領域に送る少なくとも１つの円周チャネルと、
　前記マニフォルド接触表面に配置され、前記減圧圧力適用領域に連通する、第１の半径
方向チャネルと、
　前記マニフォルド接触表面に配置され、前記圧力検出領域と連通する、第２の半径方向
チャネルと、
　をさらに備え、
　前記少なくとも１つの円周チャネルが、前記第１の半径方向チャネルと前記第２の半径
方向チャネルとの間に連通を提供することを特徴とする、減圧圧力境界面。
【請求項２２】
　請求項１７に記載の減圧圧力境界面において、
　前記マニフォルド接触表面に同心に配置され、減圧圧力を前記減圧圧力適用領域から前
記圧力検出領域に送る複数の円周チャネルと、
　前記マニフォルド接触表面に配置され、前記減圧圧力適用領域と連通する、複数の第１
の半径方向チャネルと、
　前記マニフォルド接触表面に配置され、前記圧力検出領域と連通する、複数の第２の半
径方向チャネルと、
をさらに備え、
　前記複数の円周チャネルが、前記複数の第１の半径方向チャネルと前記複数の第２の半
径方向チャネルとの間に連通を提供することを特徴とする、減圧圧力境界面。
【請求項２３】
　請求項１７に記載の減圧圧力境界面において、前記減圧圧力境界面が、
　前記マニフォルド接触表面に配置され、前記圧力検出領域と前記減圧圧力適用領域との
間に連通を提供する少なくとも１つのチャネルと、
　前記流体の流れを前記圧力検出領域から少なくとも１つのチャネルに集束する前記圧力
検出領域内の流れ集束領域と、
をさらに備えることを特徴とする、減圧圧力境界面。
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【請求項２４】
　請求項１７に記載の減圧圧力境界面において、前記圧力検出ルーメンが第１の圧力検出
ルーメンであり、前記減圧圧力境界面が、
　前記圧力検出領域内に配置される第２の圧力検出ルーメンと、　
　第１の流れ集束領域を有する第１の流体トラップであって、前記第１の圧力検出ルーメ
ンと第１の流路との間に配置される、第１の流体トラップと、
　第２の流れ集束領域を有する第２の流体トラップであって、前記第２の圧力検出ルーメ
ンと第２の流路との間に配置される、第２の流体トラップと、
をさらに備え、
　前記第１及び第２の流体トラップが、前記第１及び第２の圧力検出ルーメンから前記第
１及び第２の流体流を逸らすように動作可能であることを特徴とする、減圧圧力境界面。
【請求項２５】
　請求項２４に記載の減圧圧力境界面において、前記減圧圧力境界面が、
　前記第１の圧力検出ルーメンと前記第２の圧力検出ルーメンとの間に配置され、前記第
１の圧力検出ルーメンを前記第２の圧力検出ルーメンから物理的に隔てるバリアと、
をさらに備え、
　前記バリアが、前記マニフォルド接触表面と略同一の平面にあるバリア表面を含むこと
を特徴とする、減圧圧力境界面。
【請求項２６】
　患者の組織部位を治療する減圧圧力治療システムにおいて、
　前記組織部位の近傍に配置するためのマニフォルドパッドと、
　前記マニフォルドパッドに流体的に結合された減圧圧力境界面であって、前記減圧圧力
境界面が、
　　仕切り壁により減圧圧力適用領域及び圧力検出領域に分割されたキャビティを有する
管筐体、
　　前記減圧圧力適用領域内に配置された減圧圧力口、
　　前記圧力検出領域内に配置された圧力検出口、
　　前記管筐体に接続され、マニフォルド接触表面を有するベース
を備え、前記仕切り壁が、前記マニフォルド接触表面と略同一の平面にある表面を含む、
減圧圧力境界面と、
　前記減圧圧力境界面に流体的に結合され、減圧圧力を前記マニフォルドパッドに供給す
るように動作可能な減圧圧力源と、
を備えることを特徴とする、システム。
【請求項２７】
　請求項２６に記載のシステムにおいて、前記減圧圧力境界面が、
　前記マニフォルド接触表面に配置されて、減圧圧力を前記減圧圧力適用領域から前記圧
力検出領域に送る少なくとも１つのチャネルをさらに備えることを特徴とする、システム
。
【請求項２８】
　請求項２６に記載のシステムにおいて、前記減圧圧力境界面が、
　前記マニフォルド接触表面に配置されて、減圧圧力を前記減圧圧力適用領域から前記圧
力検出領域に送る少なくとも１つの円周チャネルと、
　前記マニフォルド接触表面に配置され、前記減圧圧力適用領域と連通する第１の半径方
向チャネルと、
　前記マニフォルド接触表面に配置され、前記圧力検出領域と連通する第２の半径方向チ
ャネルと、
をさらに含み、
　前記少なくとも１つの円周チャネルが、前記第１の半径方向チャネルと前記第２の半径
方向チャネルとの間に連通を提供することを特徴とする、システム。
【請求項２９】
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　請求項２６に記載のシステムにおいて、前記減圧圧力境界面が、
　前記マニフォルド接触表面に同心に配置され、減圧圧力を前記減圧圧力適用領域から前
記圧力検出領域に送る複数の円周チャネルと、
　前記マニフォルド接触表面に配置され、前記減圧圧力適用領域と連通する複数の第１の
半径方向チャネルと、
　前記マニフォルド接触表面に配置され、前記圧力検出領域と連通する複数の第２の半径
方向チャネルと、
をさらに備え、
　前記複数の円周チャネルが、前記複数の第１の半径方向チャネルと前記複数の第２の半
径方向チャネルとの間に連通を提供することを特徴とする、システム。
【請求項３０】
　請求項２６に記載のシステムにおいて、前記減圧圧力境界面が、
　前記マニフォルド接触表面に配置され、前記圧力検出領域と前記減圧圧力適用領域との
間に連通を提供する少なくとも１つのチャネルと、
　前記圧力検出領域から前記少なくとも１つのチャネルに流体の流れを集束させる、前記
圧力検出領域内の流れ集束領域と、
をさらに備えることを特徴とする、システム。
【請求項３１】
　請求項２６に記載のシステムにおいて、前記減圧圧力境界面が、
　前記圧力検出領域内の前記圧力検出口の近傍にある少なくとも１つの流体トラップ
をさらに備えることを特徴とする、システム。
【請求項３２】
　請求項２６に記載のシステムにおいて、前記圧力検出口が第１の圧力検出口であり、前
記減圧圧力境界面が、
　前記圧力検出領域内に配置された第２の圧力検出口と、
　第１の流れ集束領域を有し、前記圧力検出口と第１の流路との間に配置された第１の流
体トラップと、
　第２の流れ集束領域を有し、前記第２の圧力検出口と第２の流路との間に配置された第
２の流体トラップと、
をさらに備え、
　前記第１及び第２の流体トラップが、前記第１及び第２の流体流を前記第１及び第２の
圧力検出口から逸らすように動作可能であることを特徴とする、システム。
【請求項３３】
　請求項３２に記載のシステムにおいて、前記減圧圧力境界面が、
　前記第１の圧力検出口と前記第２の圧力検出口との間に配置され、前記第１の圧力検出
口を前記第２の圧力検出口から物理的に隔てるように動作可能なバリアをさらに備え、
　前記バリアが、前記マニフォルド接触表面と略同一の平面にあるバリア表面を含むこと
を特徴とする、システム。
【請求項３４】
　患者の組織部位を治療する減圧圧力治療システムにおいて、
　前記組織部位の近傍に配置するためのマニフォルドパッドと、
　前記マニフォルドパッドに流体的に結合された減圧圧力境界面であって、前記減圧圧力
境界面が、
　　壁で隔てられた第１のキャビティ及び第２のキャビティを有する管筐体、
　　前記第１のキャビティ内の減圧圧力口、
　　前記第２のキャビティ内の圧力検出口、
　　前記管筐体に接続され、マニフォルド接触表面を有するフランジ、及び
　　前記フランジの前記マニフォルド接触表面に配置され、減圧圧力を前記第１のキャビ
ティから前記第２のキャビティに送る少なくとも１つのチャネル
を備える、減圧圧力境界面と、
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　前記減圧圧力境界面に流体的に結合され、減圧圧力を前記マニフォルドパッドに供給す
るように動作可能な減圧圧力源と、
を備えることを特徴とする、システム。
【請求項３５】
　患者の組織部位を治療する減圧圧力治療システムにおいて、
　前記組織部位の近傍に配置するためのマニフォルドパッドと、
　前記マニフォルドパッドに流体的に結合された減圧圧力境界面であって、前記減圧圧力
境界面が、
　　仕切り壁により減圧圧力適用領域及び圧力検出領域に分割されたキャビティを有する
管筐体、
　　前記圧力検出領域に配置された圧力検出ルーメン、
　　前記圧力検出領域内の前記圧力検出ルーメンの近傍にある少なくとも１つの流体トラ
ップ、
　　前記管筐体に接続され、マニフォルド接触表面を有するベース
を備える、減圧圧力境界面と、
　前記減圧圧力境界面に流体的に結合され、減圧圧力を前記マニフォルドパッドに供給す
るように動作可能な減圧圧力源と、
を備えることを特徴とする、システム。
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